出生前診断の是非をめぐる保育科学生の意識:命を守る保育者役割を動機づける「子どもの保健」先天性異常の学習より by 芝田 郁子

















































絶の数を報道している。報道により、この新出生前診断を受けた人の多さ（2013 年 4 月
～17 年 9 月で 51,139 人）や陽性と確定診断された妊婦が人工妊娠中絶を選ぶ件数の多さ




























課題提出にあたっては、2014 年 6 月に放映されたＮＨＫハートネットＴＶシリーズ選
ばれる命の第 1 回と第 2 回を視聴している。この番組は前年の 2013 年 4 月から実施され
た新出生前検査を受けて作成されている。第 1 回は障害ある命を取り巻く現状を考える「問
われる出性前検査」、第 2回は妊婦の苦悩と向き合う「出産・母親たちの苦悩」である。課







  表１出生前検査の賛成・反対人数 （Ｎ＝157） 
№ 項目 人数（男子数） 
① 賛成 122（３） 
② 条件付き賛成及び一部反対 13 
③ 反対 9 
④ 反対だが一部賛成 3 
⑤ どちらともいえない 9 
⑥ 回答なし 1 
合計 １５７ 
出生前検査の賛否を①賛成、②条件付き賛成及び賛成だが一部反対、③反対、④反対だ
が、部分的に賛成、⑤どちらともいえない、⑥回答なしの 6 分類にした。①賛成は 122 名

















④反対だが、部分的に賛成３名、⑤どちらともいえないは 9 名、⑥回答なし 1 名となった。 
表１、図１のように賛成は 78％で、条件つき賛成や部分的に反対なところもあるが賛成と
いう意見も入れると 86％が賛成している。反対意見は反対だが一部賛成という意見の学生





































































































人数 45 32 7 4 3 10 3 9 11 10 1 12 3 2 2 2 1
合計人数 91 22 22 17 5
図・表２出生前検査の賛成意見における積極的理由（ｎ＝１３５、重複記述あり） 
 





が持てる」をあげているものが 4 名、「早く現実と向き合える」が 3 名だった。 
・「安心できる」に分類される意見 
全体の数は 22 名で、「安心できる」と記しているものが 10 名、「不安が軽減できる」と
記しているものが 3 名となっている。その他に「高齢出産の人は安心できる」、「晩婚、高
齢出産の時代だから」「高齢出産は異常が増え不安だから」のように「高齢出産」の言葉を
入れているものが 9 名あった。 
・「産むか産まないかの決断ができる」に分類される意見 
 全体の数は 22 名である。表現に差があるので分けてみると産まないことに視点を置い
ている「産まない決断ができる」の表現は 11 名、「産むか産まないか決断できる」と記述
しているものは 10 名、「育てられるか考える」の表現は 1 名だった。 
・「子どもの状態がわかる」に分類される意見 
 全体の数は 17 名で、「障害がわかる」は 3 名、「胎児の状態がわかる」、「子どもの状態




大切にする、愛する」が 2 名、「命の尊さに向き合える」1 名の意見があった。 
②消極的理由（ｎ＝135、重複記述あり） 
 


















































人数 14 9 8 8 4 1







































向を「決断」「意味」「影響」の 3 点でみていく。 
１）人工妊娠中絶をするという「決断」 
 はっきり反対に分類される記述しているものは 10 名、内訳は「絶対いけない」3 名（出
生前検査に反対している）から「反対」1 名「賛成できない」1 名「良いこととは思えな
い」3 名「してほしくない」1 名「できるならしたくない」1 名まで含まれている。その他
に、「産むべき・産んでほしい」5 名、「育ててほしい」3 名、「中絶を減らしたい」1 名の
記述があり、この 9 名も分類としては反対と考える。合計 19 名となる。 
 賛成に分類される意見は「虐待や放棄するなら中絶すべき」1 名「虐待や放棄するなら
中絶もありうる」10 名「悪いことと言い切れない一つの方法」４名「育てることに不安で



































































罪悪感、自己嫌悪に苛まれ、悩み苦しむ」25 名、このうち 4 名は「一生苦しむ」や「長く
苦しむ」という言葉を使って、2 名は「母親にしかわからない」という言葉を加えている。 
 次に多かったのは「心の病になる、心の傷、精神的に不安定」との意見は 10 名、その
他、「自分の生き方、人生を左右する」2 名、「自殺する」「立ち直れない」「赤ちゃんに申
し訳ない」「自分が許せない」「人に中絶したことを話せない」が意見として挙がっていた。















るサイト」4 名、「相談員の配置」9 名、「専門の医師の増加」4 名、「情報（相談所等の紹




































































































































い」との意見が 5 名、そのために「知識・技術を身につけたい」4 名、「相談所などの情報










































































図７ 自分ならどうするか  ｎ＝４２、重複記述あり  
人数 合計人数 















































































学教師教育開発センター紀要 第 5 巻 別冊 148－154 
３）村上理恵、吉利宗久、仲矢明孝(2017)「出生前診断に関する大学生の意識および知識









いて」常葉大学教育学部紀要 第 36 号 237－246 
８）若松昭彦、下竹亜里沙（2017）「教育学部生を中心とした大学生の出生前診断に対す
る意識調査」広島大学大学院研究家紀要第一部 第 66 号 79－85 
９）前橋英貴（2016）「保育学科学生（一年次）の生命倫理に関する意識調査と科目「子
どもの保健」における生命倫理教育の必要性の検討」島根県立大学短期大学部松江キャ
ンパス研究紀要 Vol.55 21-29 
参考文献 





高本真弥（2017）「出生前診断の現状と課題」「保健の科学」第 59 巻 第 14 号 
















Consciousness of childcare science students over the pros and cons of 
prenatal diagnosis: 








短期大学保育科に所属する１年生 157 名（女性 154 名、男性 3 名）を対象に「子どもの
保健（予防と疾病）」の 2 回の授業の中でＮＨＫハートネットＴＶシリーズ選ばれる命の
第 1 回と第 2 回を視聴し、新出生前検査に賛成か反対かとその理由等を自由に述べる課題
を与えた。 
現在のシステムでは課題も多いことを理解しながらも学生は検査に期待し、賛成するも
のがほとんどであった。賛成の学生は出生前検査を受けることで様々な準備ができると発
想し、早く知って対応すると障害を持った子どもに対する殺人や虐待が減ると考えること
がわかった。そして、相談やカウンセリングのシステムの充実や障害者支援の必要性も強
く感じていた。反対意見では人工妊娠中絶が増えることを問題視していた。 
また、初回に、出生前検査をテーマに命を考えることは、学生にとっても結婚・出産は
関心事であるため、命を守る保育者役割の動機づけとして、有効な方法と考える。 
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